
令和３年度 長岡高校スーパーサイエンスハイスクール 

名 

称 
出前授業 in 表町小学校 

日 

時 
令和３年１１月２４日（金）14 時～1５時３０分 

会 

場 
長岡市立表町小学校 多目的教室 

対 

象 
６年生 ２６名 

目 

的 

・地域の小学生に対して、実験体験を通じて、自然科学への興味・関心を持

たせ、自然科学への理解を深めてもらう。 

・高校生が、実験の説明や指導を行うことを通じて、科学理論への理解を深

め、論理的な思考力および表現力を高めるとともに、科学指導者としての

リーダー性を育成する。 

内 

容 

・本校化学部・天文部・生物部の生徒計 12 人が訪問し、小学生に対して実

験理論の説明・指導しながら一緒に実験を行う。 

・実験を４テーマ用意して、15 分間程度でローテーションする。 

「中心を探せ！」「まるで本物!?人工イクラ」 

「紙で人体模型を作ろう！」「スライム大噴火!!」 

  

「中心を探せ！」 「まるで本物!?人工イクラ」 

  

「紙で人体模型を作ろう！」 「スライム大噴火!!」 



アン

ケー

ト評

価 

 
小学生は、高校生の説明で楽しく実験を行うことができ、高校生は、分かってもらえるよう
に説明する力がついたと自己評価していた。 

感想

など 

・とても出前実験は楽しかったです。楽しみながら「勉強」を覚えるのが、一番効

率が良くて覚えやすいと思いました。家でもこんなに楽しみながら「勉強」をでき

るようにしたいです。 

・初めてやることがたくさんあったけど、高校生の皆さんがとてもわかりやすく教

えてくれて楽しく学習活動をすることができました。ありがとうございました。 

・「なんでこうなるんだろう」と考えることができました。こんど家でも調べてみ

たいです。 

・ふだん関わることのない高校生の皆さんに教えてもらって、とても楽しかったし

うれしかったです。 

・すべて楽しくて勉強になった。とくにスライム火山の実験は、火山の形の理由や、

マグマにネバネバなどの性質があることがわかり勉強になった。バランスのやつで

は、くぎ１０本は無理だと思ったけど、乗っておどろいた。人体は楽しく組み立て

ながら知らなかった体の構造を知れた。イクラはなぜ固まるのかが不思議でした。

中学理科が楽しみです。 

 


